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※１ 高圧炉心スプレイ系は非常用炉心冷却系の一つで、原子炉内の圧力が高い状態でも原子炉

内への水の注入が可能な系統です。高圧炉心スプレイ機器冷却水系は、高圧炉心スプレイ系

等の機器（ポンプ、モータ等）の冷却を行うための系統で、非常時に備え常に冷却水を循環さ

せています。 

※２ 脱塩水は、不純物等を取り除いた水で、放射能を含んでいません。

※３ 高圧炉心スプレイ機器冷却水熱交換器は、高圧炉心スプレイ系等の機器を冷却するための

冷却水と海水との間で伝熱管を介して熱交換を行うことにより冷却水を冷却する装置で、放射

線管理区域外に設置されています。 

※４ 計画的に運転上の制限外に移行する場合の措置とは、運転上の制限を満足していないと判

断した場合に要求される措置を計画的に実施することをいい、本点検の場合は、「１０日間以

内に動作可能な状態に復旧する」ことが要求されています。 

なお、高圧炉心スプレイ機器冷却水系の運転上の制限とは、「１系列（冷却水ポンプ２台，海

水ポンプ２台，熱交換器２基及び主要な弁並びに主要配管）が動作可能であること」です。 

今回は熱交換器１台が動作不能となるため、運転上の制限外に移行する場合となります。 
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点検について

４号機 （定格熱出力一定運転中） 対象号機
：沸騰水型、定格電気出力１１３．７万キロワット 

平成１９年５月３０日（点検着手日）

４号機において、高圧炉心スプレイ機器冷却水系（※１）の冷却水

（脱塩水（※２））を補給するタンクの水位が、５月１７日より低下してい

ることを確認し、調査した結果、５月２１日１８時３０分に高圧炉心スプ

レイ機器冷却水熱交換器（※３）（Ａ）（以下「熱交換器」という）の伝熱

管から冷却水が漏えいしている可能性が高いと判断し、熱交換器を

（Ａ）から（Ｂ）に切り替えました。

熱交換器（Ａ）は準備が整い次第点検・修理を行うこととしました。 

（平成１９年５月２２日 お知らせ済み）

このたび、熱交換器（Ａ）の点検・修理を５月３０日から開始すること

としました。点検・修理は、漏えいしている可能性のある伝熱管を特定

し、取替作業を行います。

点検・修理にあたっては、原子炉施設保安規定に従い、計画的に運

転上の制限外に移行する場合の措置（※４）を実施します。

本作業による４号機の運転への影響はなく、また、外部への放射能の

影響はありません。

なお、点検・修理が終了しましたら改めてお知らせします。

お知らせ基準 「表２－１４」に該当します。

http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/pdf/info_unten_02.pdf
http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/detail/621/data/1905224uunten.pdf

